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支出
49億2,877万円

民生費 8億9,825万円（18.2％）
障がい者や高齢者に対する福祉の充実、
子育て支援などにかかるお金

衛生費 2億5,866万円（5.2％）
環境保全、疾病予防、健康増進などにかかるお金

労働費 8万円（0.0％）
労働福祉の事業に必要な経費

農林水産業費 3億6,013万円（7.3％）
農・林業振興のためのお金

商工費 5,893万円（1.2％）
商工業や観光の振興のためのお金

土木費 6億718万円（12.3％）
道路、公園や区画整理などの事業に要するお金

消防費 1億7,999万円（3.7％）
消防、防災事業などに要するお金

教育費 4億2,419万円（8.6％）
学校教育、生涯学習、スポーツ振興
などの事業に要するお金

災害復旧費 97万円（0.0％）
災害によって生じた被害を復旧するためのお金

公債費　7億6,685万円（15.6％）
町の借金を返済する元金と利子などのお金

令和５年度への繰越金
907万円

差引額（黒字額）
1億2,598万円

総務費 12億9,859万円（26.4％）
全般的な管理事務のためのお金

議会費 7,495万円（1.5％）
議会活動のためのお金 収入

50億6,382万円

町税
5億1,042万円（10.1％）
町民税や固定資産税、
軽自動車税、
たばこ税などの税金

使用料等
3,188万円（0.6％）

施設の使用料など

繰入金
2億8,612万円（5.7％）

繰越金
2億5,216万円（5％）

前年度からの繰越金

その他
9,364万円（1.8％）

寄付金など

譲与税等
2億2,999万円（4.5％）

特定の国税を一定の基準で
国が配分するお金

地方交付税
24億4,695万円（48.3％）
国から交付されるお金

国県支出金
8億2,887万円（16.4％）
特定の事業に対し、
国や県から交付されるお金

地方債
3億8,379万円（7.6％）

事業のために借り入れたお金

町
税
等
町
で
得
た
お
金

国
や
県
か
ら
得
た
お
金

令和４年度　一般会計

※決算額の千円単位、割合の小数点以下を端数処理しています。

９月 定 例 会

9月定例会
　９月定例会は８日から14日まで、７日間の会期で開催され
ました。
　令和４年度各会計の決算認定や、人権擁護委員の推薦につ
いての人事案件など、18議案が原案の通り可決されました。

令和4年度　決算の認定

決算審査意見
〇一般会計、各特別会計ともに黒字決算…地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づく数値は実質公
債費比率のみ該当したが、8.5%で基準値を下回っており、健全財政を堅持した。
〇滞納金回収の努力…徴収率は上がっているが、滞納金の約44.3％を占める国保税、住宅使用料や簡易水
道使用料などの滞納金も増加傾向にあり、厳格な対応を願いたい。
〇費用対効果のある委託契約を…スクラップ・アンド・ビルドが重要で、必要性の低い委託事業などの見直
しも必要である。

代表監査委員　鎌田一浩
監査委員　松崎法通
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49億2,877万円はどう使われた？49億2,877万円はどう使われた？

会計区分 歳入決算額 歳出決算額 収入未済額（滞納額） 採決の結果
一般会計 50億6,382万円 49億2,877万円 2,692万円 認定（９対２）

特
別
会
計

国民健康保険 ５億6,885万円 ５億5,695万円 2,816万円 認定（全員賛成）
簡易水道 １億2,969万円 １億2,659万円 202万円 認定（全員賛成）
農業集落排水事業 1億733万円 1億468万円 305万円 認定（全員賛成）
林業集落排水事業 2,642万円 2,559万円 ０万円 認定（全員賛成）
介護保険 ８億7,506万円 ８億1,356万円 343万円 認定（全員賛成）
後期高齢者医療 6,167万円 6,165万円 1万円 認定（全員賛成）
宅地造成事業 2,031万円 2,031万円 ０万円 認定（全員賛成）

合　計 68億5,315万円 66億3,810万円 6,359万円
前年対比 94.7% 96.6% 93.9%

各会計の決算状況 （1 万円未満四捨五入）

憩いの森公園木製遊具
695万2,000円695万2,000円

中学校体育館・町民水泳プールLED化
2,912万8,000円2,912万8,000円

電子黒板の購入（小学校・中学校）
1,397万円1,397万円

西渡団地建替基本計画策定
161万400円161万400円

生 活生 活

教 育教 育

支出
49億2,877万円

民生費 8億9,825万円（18.2％）
障がい者や高齢者に対する福祉の充実、
子育て支援などにかかるお金

衛生費 2億5,866万円（5.2％）
環境保全、疾病予防、健康増進などにかかるお金

労働費 8万円（0.0％）
労働福祉の事業に必要な経費

農林水産業費 3億6,013万円（7.3％）
農・林業振興のためのお金

商工費 5,893万円（1.2％）
商工業や観光の振興のためのお金

土木費 6億718万円（12.3％）
道路、公園や区画整理などの事業に要するお金

消防費 1億7,999万円（3.7％）
消防、防災事業などに要するお金

教育費 4億2,419万円（8.6％）
学校教育、生涯学習、スポーツ振興
などの事業に要するお金

災害復旧費 97万円（0.0％）
災害によって生じた被害を復旧するためのお金

公債費　7億6,685万円（15.6％）
町の借金を返済する元金と利子などのお金

令和５年度への繰越金
907万円

差引額（黒字額）
1億2,598万円

総務費 12億9,859万円（26.4％）
全般的な管理事務のためのお金

議会費 7,495万円（1.5％）
議会活動のためのお金 収入

50億6,382万円

町税
5億1,042万円（10.1％）
町民税や固定資産税、
軽自動車税、
たばこ税などの税金

使用料等
3,188万円（0.6％）

施設の使用料など

繰入金
2億8,612万円（5.7％）

繰越金
2億5,216万円（5％）

前年度からの繰越金

その他
9,364万円（1.8％）

寄付金など

譲与税等
2億2,999万円（4.5％）

特定の国税を一定の基準で
国が配分するお金

地方交付税
24億4,695万円（48.3％）
国から交付されるお金

国県支出金
8億2,887万円（16.4％）
特定の事業に対し、
国や県から交付されるお金

地方債
3億8,379万円（7.6％）

事業のために借り入れたお金

町
税
等
町
で
得
た
お
金

国
や
県
か
ら
得
た
お
金

令和４年度　一般会計

※決算額の千円単位、割合の小数点以下を端数処理しています。
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起
立
多
数

可
決

討
論岡

部　
淳
一　
議
員

移
住
定
住
施
策
に
具
体
的
な
提
案
を

　
空
き
家
や
働
く
場
に
つ
い
て
の
移
住
定
住
施

策
に
具
体
的
な
提
案
が
な
く
、
公
共
交
通
や
、

道
の
駅
の
用
地
取
得
な
ど
、
本
決
算
年
度
の
対

応
に
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
反
対
し
ま
す
。

反
対

佐
藤　
弘
信　
議
員

生
活
福
祉
の
向
上
に
有
効
な
事
業
の
実
施

　
当
初
予
算
と
補
正
予
算
で
可
決
さ
れ
た
予
算

に
対
す
る
決
算
で
あ
り
、
町
民
の
生
活
福
祉
の

向
上
に
有
効
な
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
所
要
の
財
源
確
保
と
効
率
的
な

財
政
運
営
を
要
望
し
、
賛
成
い
た
し
ま
す
。

賛
成

決
算
審
査

決
算
審
査

町
財
産
活
用

町
財
産
活
用

　
　
立
木
売
り
払
い
収
入
の
内
容
は
。

　
　
芝
山
町
有
林
は
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
、
２
１
０
万

円
で
す
。
土
地
は
町
の
所
有
で
す
が
、
今
後
、
町
内

に
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
の
会
社
が
育
林

し
、
発
電
の
材
料
と
し
て
利
用
す
る
計
画
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

議　案　
第64号
令
和
４
年
度
一
般
会
計
決

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算算

質
　
疑

質
　
疑

　
　
６
９
９
万
円
の
車
両
購
入
費
の
内
容
は
。

　
　
３
７
５
万
円
で
電
気
自
動
車
と
充
電
器
を
購
入

し
、
そ
の
電
気
自
動
車
を
停
電
の
際
に
蓄
電
池
と
し

て
使
え
る
装
置
を
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る

予
定
で
し
た
が
入
荷
で
き
ず
、
３
２
４
万
円
は
令
和

５
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

く
ら
し

く
ら
し

　
　
地
方
バ
ス
路
線
維
持
対
策
に
３
１
０
６
万
円
の

内
容
は
。

子
育
て

子
育
て

　
　
古
殿
小
学
校
の
児
童
に
町
民
水
泳
プ
ー
ル
の
使

用
券
５
回
分
が
無
料
で
配
付
さ
れ
た
が
、
酷
暑
の
た

め
足
り
な
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
来

年
度
に
向
け
て
、
よ
い
方
向
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
福
島
交
通
４
路
線
の
赤
字
分
の
補
填
に
な
り
ま

す
。
国
の
交
付
金
が
減
少
し
た
た
め
、
年
度
途
中
で

増
額
し
ま
し
た
。

　
　
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
で
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
は
過
去
何
件
か
。

　
　
１
３
９
世
帯
２
０
０
個
給
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
補
助
金
が
減
少
し
て
い

る
が
、
ほ
ぼ
設
置
さ
れ
た
の
か
。

　
　
ま
だ
多
く
の
家
庭
で
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
１

年
11
基
設
置
の
計
画
で
す
が
、
届
か
な
い
状
況
な
の

で
、
さ
ら
な
る
広
報
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

産
業
産
業

　
　
大
豆
を
助
成
し
て
い
る
面
積
は
。

　
　
４
．
８
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

　
　
反
収
を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

　
　
反
収
は
古
殿
町
の
基
準
を
上
回
っ
て
お
り
、
営

農
指
導
員
や
農
業
普
及
所
等
の
指
導
も
あ
り
、
一
定

を
超
え
る
実
績
は
出
て
い
ま
す
。

　
　
大
原
木
材
関
連
施
設
の
使
用
状
況
は
。

　
　
22
件
で
６
者
が
利
用
し
ま
し
た
。

　
　
委
託
料
に
見
合
う
実
績
な
の
か
。

　
　
令
和
５
年
度
よ
り
実
績
に
応
じ
た
経
費
と
し
、

過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
事
業
の
取
り
や
め
も
視
野
に

入
れ
て
今
後
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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そ
の
他
の

そ
の
他
の

議
案
議
案

全
員
賛
成

同
意

議　案　
第55号

辺
地
総
合
整
備
計
画

辺
地
総
合
整
備
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

の
変
更
に
つ
い
て

質
　
疑

質
　
疑

全
員
賛
成

可
決

全
員
賛
成

可
決

計
画
の
変
更
点
に
つ
い
て

　
　
計
画
の
事
業
内
容
が
変
更
に
な
っ
た
町
道
と
橋

梁
は
ど
こ
か
。

　
　
令
和
５
年
度
の
起
債
関
係
が
国
・
県
に
認
め
ら

れ
た
た
め
、
事
業
量
が
減
少
し
ま
し
た
。
大
久
田
辺

地
の
町
道
改
良
は
町
道
越
代
熊
倉
線
、
橋
梁
長
寿
命

化
事
業
は
大
風
第
３
号
橋
で
す
。

　
論
田
辺
地
は
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
で
、
後
田
下
橋

に
な
り
ま
す
。

議　案　
第56号
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

鈴木　一美　氏
《 住所 》
松川字大原
《 任期 》

令和６年１月１日～
令和９年12月31日

議　案　
第59号

簡
易
水
道
特
別
会
計

簡
易
水
道
特
別
会
計

第
１
次
補
正
予
算

第
１
次
補
正
予
算

配
水
管
布
設
替
工
事
に
つ
い
て

　
　
生
活
基
盤
近
代
化
事
業
の
配
水
管
布
設
替
工
事

（
馬
場
地
区
）
は
指
名
競
争
入
札
だ
っ
た
が
、
５
社

中
２
社
の
み
が
町
内
業
者
だ
っ
た
理
由
は
。

　
　
指
名
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
が
、
担
当
課
は
指

名
願
に
よ
り
書
類
の
審
査
を
し
ま
す
。
本
工
事
の
場

合
は
過
去
２
年
間
に
水
道
工
事
の
実
績
が
あ
る
有
資

格
の
業
者
が
対
象
で
、
町
内
に
２
社
の
み
で
し
た
。

　
　
初
め
て
指
名
し
た
業
者
が
辞
退
し
て
い
る
。
ど

う
感
じ
る
か
。

　
　
石
川
管
内
に
本
店
や
営
業
所
が
あ
る
会
社
と
い

う
こ
と
と
実
績
を
勘
案
し
て
の
指
名
で
し
た
が
、
次

の
指
名
か
ら
は
お
の
ず
と
外
れ
る
よ
う
な
形
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

人
事
案
件
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継続継続
公開公開

一般会計分

町町のの貯金貯金とと借金借金

税
金
・
使
用
料
等

税
金
・
使
用
料
等

のの
滞
納
額

滞
納
額

（１万円未満 四捨五入、 端数処理あり）

（１万円未満 四捨五入、 端数処理あり）

（借入金は元金です）

収入未済6,359万円

借金   56億7,126万円
（町債）

貯金   38億4,468万円
（積立基金3６億1,671万円）
（運用基金  ２億2,797万円）

○町税
（町民税 ・ 固定資産税・軽自動車税）

1,667万円

○住宅使用料

999万円

○国民健康保険税

2,816万円

○介護保険料

343万円

主な内容

町債の推移

　用語
　チェック

※算入率とは、返還金の一部が交付税として入ってくる割合を示したものです。
　１００％の場合は国が全額負担をするということです。
※基金とは、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てる「積立基金」と、
　定額の資金を運用するための「運用基金」があります。

辺地対策事業債　9,350万円の発行
積立基金　※元金９億7,127万円

算入率80％　※
計画に基づいて行う公共的施設等整備の財源として特
別に発行が認められた借り入れ。

8,574万円の減
不足した財源の補てんに使われます。

〇財政調整基金 11億1,990万円

５億1,557万円の増
町債の償還に必要な財源を確保する目的で設置してい
る基金です。

〇減債基金11億9,237万円

運用基金　※

54万円の増
奨学金の貸与に使われます。

〇奨学資金貸付基金 7,297万円

61
60
59
58
57
56
55
54
53
52
51

平成 30 年 令和元年 令和 2 年 令和 3 年 令和 4 年

億

54 億

57億

60 億 60 億

56 億
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議案審議と各議員 の 賛賛 否否９月定例会など
〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

議案番号 議　案　名 採
決

１
鈴
木

２
常
盤

３
松
崎

４
野
崎

５
藁
谷

７
矢
内

９
岡
部

10
木
戸

11
佐
川

12
緑
川

議案
第53号

工事請負契約の締結について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

農業集落排水施設更新工事を１億2,320万円で荏原実業株式会
社 東北営業所　所長　古舘敦が落札

８
佐
藤
(一)

6
佐
藤
(弘)

第３回臨時会（８月８日）

議案
第54号

古殿町税特別措置条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

課税免除の対象期間の延長

議案
第55号

古殿町辺地総合整備計画の変更について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

P５に掲載

議案
第56号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

P５に掲載

議案
第57号

令和５年度古殿町一般会計第３次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

普通交付税の確定などによる補正。２億1,829万8,000円を増
額し、44億6,964万円とする

議案
第58号

令和５年度古殿町国民健康保険特別会計
第２次補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度からの繰越金確定などによる補正。71万3,000円を
増額し、５億6,209万円とする

議案
第59号

令和５年度古殿町簡易水道特別会計
第１次補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
P５に掲載

議案
第60号

令和５年度古殿町農業集落排水事業特別会計
第１次補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度からの繰越金確定などによる補正。281万7,000円
を増額し、２億4,841万6,000円とする

議案
61号

令和５年度古殿町林業集落排水事業特別会計
第１次補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度からの繰越金確定などによる補正。82万7,000円を
増額し、3,231万3,000円とする

議案
第62号

令和５年度古殿町介護保険特別会計第1次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度からの繰越金確定などによる補正。5,702万円を増
額し、 ８億5,688万4,000円とする

議案
第63号

令和５年度古殿町後期高齢者医療特別会計第１
次補正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度からの繰越金確定などによる補正。６万7,000円を
増額し、6,340万8,000円とする

９月定例会
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〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

議案番号 議　案　名 採
決

１
鈴
木

２
常
盤

３
松
崎

４
野
崎

５
藁
谷

７
矢
内

９
岡
部

10
木
戸

11
佐
川

12
緑
川

議案
第64号

令和４年度古殿町一般会計歳入歳出
決算の認定について

P２～４に
掲載

認
定 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案
第65号

令和４年度古殿町国民健康保険特別
会計歳入歳出決算の認定について 

P３に
掲載

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第66号

令和４年度古殿町簡易水道特別会計
歳入歳出決算の認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第67号

令和４年度古殿町農業集落排水事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第68号

令和４年度古殿町林業集落排水事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第69号

令和４年度古殿町介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第70号

令和４年度古殿町後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第71号

令和４年度古殿町宅地造成事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

８
佐
藤
(一)

6
佐
藤
(弘)

９月定例会

山口県防府市議会議員が来町

大豆振興施策等を視察大豆振興施策等を視察
　７月 25 日、山口県防府市議会議員の３会派４人が町の大豆振興事業の視察に町役場を訪
れました。緑川議長があいさつを述べ、古殿町の概要や事業について産業振興課から説明が
ありました。
　その後、「ふるさと工房　おざわふぁ～む」に移動し、小澤嘉則さんから大豆生産の取り
組みについて説明を受け、意見交換などを行いました。

あいさつする緑川議長 小澤さんから説明を受ける防府市議会議員
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総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

古殿中学校体育館LED化等を視察古殿中学校体育館LED化等を視察
　総務常任委員会は古殿中学校体育館照明設備取替工事や健康管理センター運動室器具
類、ふるどのクリニック空調設備改修工事などを視察しました。現地視察後、視察箇所につ
いて意見交換をしました。

古殿中体育館の…LED…化について説明を受ける議員

豊国酒造の壁の絵画等を視察豊国酒造の壁の絵画等を視察
　産業建設常任委員会は町を芸術（アート）で盛り上げる「フルドノ　アート　ディステラ
リクト」の絵画等を視察しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。

絵画の制作活動について説明を受ける議員

常任委員会常任委員会 活動活動

意見

〇照明のLED化は
有効な工事である。

意見

〇街中アートコンテス
トなどを企画しては。
〇空き地側の利活用を
進めてはどうか。
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一
般
質
問

野 崎 喜 彦 議員 …………………………… 11
（１）主要事業の進捗と現況を問う
（２）農業支援のあり方と現況を問う
（３）地区防災計画の現状と今後の推進策について

佐 藤 一 夫佐 藤 一 夫 議員 …………………………… 15
（１）道の駅再開発に伴う用地取得について
（２）公共交通最適化事業について

藁 谷 直 𠮷𠮷 議員 …………………………… 16
（１）町の認知症対策について

松 崎 法 通松 崎 法 通 議員 …………………………… 14
（１）今後の健康寿命を延ばす取り組み等を問う
（２）全国学力・学習状況調査と今後の指導について

鈴 木 　 隆 議員 …………………………… 12
（１）ふるさと納税実績状況について
（２）小規模企業振興基本条例及び
　　  小規模事業者支援対応について

木 戸 久 康木 戸 久 康 議員 …………………………… 13
（１）農業機械導入支援事業補助金交付の予算を問う

岡 部 淳 一 議員 …………………………… 17
（１）コロナ感染再拡大の現状と対応
（２）道路環境の改善と維持に関しての考え方と取り組み
（３）農業機械支援とその基本となる
　　  農業支援全体の考え方と対応

常 盤 浩 章 議員 …………………………… 18
（１）婚活サポーターとその対象者及び
　　  石川コンについて

　一般質問は 9 月 13 日に８人の議員が 15 問の質問を行いました。質疑の一部を要約してお伝え
します。

町政町政をを質質すす
町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす
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Q 主要事業の進捗と
　  現況を伺います
A 「道の駅」整備事業では地権者の
　 同意が得られました

主要事業

一 般 質 問

「
地
区
防
災
計
画
の
現
状

と
今
後
の
推
進
策
に
つ
い

て
」
の
質
問
も
行
い
ま
し

た
。

 

そ
の
他
の

質
問

野
の ざ き

崎　喜
よしひこ

彦 議員

農業支援 Q 農業支援のあり方を伺います
A 農業機械の導入支援を行います

 

町
長　

令
和
５
年
秋
開
始

接
種
を
９
月
20
日
以
降
か
ら

行
い
ま
す
。

 

野
崎　
「
地
域
交
通
最
適
化

事
業
」
の
方
向
づ
け
は
。

 

町
長　

福
祉
・
へ
き
地
バ

ス
の
車
両
小
型
化
に
よ
る
実

証
運
行
結
果
を
受
け
て
検
討

中
で
す
。

 

野
崎　
「
道
の
駅
」
の
土
地

取
得
は
ど
の
よ
う
な
交
渉
段

階
に
あ
る
の
か
。

 

町
長　

先
日
、
地
権
者
の

代
表
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
た

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

 
野
崎　
「
空
き
家
」
の
実
態

調
査
は
い
つ
行
っ
た
の
か
。

 

町
長　

令
和
２
年
度
か
ら

４
年
度
ま
で
行
い
ま
し
た
。

44
戸
の
空
き
家
を
確
認
し
ま

し
た
。

 

野
崎　
「
地
域
イ
ベ
ン
ト
強

化
事
業
」
の
内
容
・
日
程
は
。

 

町
長　

歌
謡
シ
ョ
ー
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
日
程
等
は

今
後
決
定
し
ま
す
。

 

野
崎　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の

予
防
接
種
は
ど
う
進
め
ら
れ

る
の
か
。

 

町
長　

経
営
所
得
安
定
対

策
事
業
や
農
業
機
械
導
入
支

援
事
業
等
を
活
用
し
ま
す
。

 

野
崎　
農
地
（
水
田)

の
集

積
の
実
態
と
今
後
は
。

 

町
長　

令
和
４
年
３
月
末

現
在
で
、
田
の
耕
地
面
積

４
７
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
集
積

面
積
は
１
１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
集
積
率
は
24
．２
％
で
す
。

 

野
崎　

農
家
の
所
得
向
上

に
向
け
た
強
化
策
は
。

 

町
長　

農
業
で
の
所
得
向

上
は
難
し
い
状
況
で
す
。
農

地
の
集
積
集
約
化
や
転
換
作

物
、
高
収
益
作
物
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

 

野
崎　
「
農
業
機
械
導
入
支

援
事
業
」
の
進
捗
は
。

 

町
長　
今
年
度
予
定
し
て
い

る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

野
崎　

農
業
機
械
の
共
同

利
用
等
へ
の
支
援
策
の
考
え

は
。

 

町
長　
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

野
崎　

担
い
手
育
成
に
向

け
た
取
り
組
み
の
現
状
と
今

後
の
支
援
策
は
。

用地取得の同意が得られた道の駅周辺地

稲刈り作業中のコンバイン
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一 般 質 問

 

鈴
木　

県
内
59
市
町
村
中

55
位
、
全
国
１
７
９
４
自
治

体
中
１
７
４
０
位
の
現
状
を

ど
う
考
え
る
か
。

 

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
自
主
財
源

確
保
の
手
段
と
し
て
有
効
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
返
礼
品
の
拡
充
等

に
努
め
、
寄
付
件
数
、
寄
付

額
増
加
に
努
め
ま
す
。

 

鈴
木　

前
年
度
の
収
支
状

況
は
。

 

町
長　

前
年
度
は
収
入

２
４
５
万
４
６
０
４
円
に
対
し

て
支
出
１
１
７
万
２
５
３
２
円

で
１
２
８
万
２
０
７
２
円
の
黒

字
で
す
。

 

鈴
木　

返
礼
品
の
充
実
や

見
直
し
は
。

ふるさと納税

小規模企業支援

 

町
長　

こ
れ
ま
で
の
返
礼

品
に
加
え
町
内
事
業
所
で
生

産
し
て
い
る
革
製
品
を
追

加
し
ま
す
。
ま
た
、
品
数
や

内
容
の
充
実
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
見
直
し
に
努
め
ま

す
。

Q 企業版ふるさと納税
　  活用の考えは
A 財源確保の手段として活用を検討します

鈴
す ず き

木　隆
たかし

 議員

 

鈴
木　

第
７
次
振
興
計
画

の
基
本
計
画
「
活
力
あ
る
商

工
業
の
振
興
」
の
具
体
的
な

施
策
は
。

 

町
長　

商
工
業
は
少
子
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
等
の
影

響
に
よ
り
、
空
き
店
舗
の

増
加
や
廃
業
す
る
企
業
も
あ

り
、
厳
し
い
状
況
と
捉
え
ま

す
。
町
は
現
在
支
援
し
て
い

る
事
業
を
引
き
続
き
行
い
、

新
た
な
事
業
に
つ
い
て
も
模

索
し
て
い
き
ま
す
。

 

鈴
木　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
よ
り
、
電
子
帳
簿
保
存
等

が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
確
定

申
告
時
の
確
認
体
制
は
。

 

町
長　

須
賀
川
税
務
署
か

ら
の
対
応
依
頼
に
基
づ
き
ま

す
。

 

鈴
木　
「
小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
」
を
制
定
し
て
い

な
い
理
由
は
。

 

町
長　

こ
の
条
例
は
、
小

規
模
企
業
等
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
町
の
基

本
理
念
や
方
針
を
定
め
る
も

の
で
あ
り
、
町
と
し
て
は
一

定
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る

た
め
、
改
め
て
の
条
例
化
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

国税庁のポスター

Q インボイス制度における
　  小規模事業者に対する支援は
A 町の媒体を通じて
　 制度の広報に努めます

新たに追加された革製品
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一 般 質 問

　
進
捗
状
況
は
８
月
23
日
に

該
当
者
へ
の
説
明
会
を
実
施

し
、
事
業
内
容
の
理
解
を
得

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

年
度
に
予
定
し
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
進
め
て
い
ま
す
。

 

木
戸　
８
月
８
日
の
全
員
協

議
会
で
説
明
し
た
要
綱
に
該

当
し
て
い
る
の
は
何
人
か
。

　
そ
の
人
た
ち
に
は
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

 

町
長　

該
当
者
は
14
件
と

な
っ
て
お
り
、
８
月
23
日
に

そ
の
該
当
者
へ
事
業
の
説

明
会
を
実
施
し
、
今
年
度
は

５
件
の
支
援
が
決
定
し
ま
し

た
。

 

木
戸　
要
綱
の
内
容
で
、
そ

の
後
変
更
し
た
点
は
あ
る
か
。

 

町
長　
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。  

木
戸　
町
で
公
社
化
し
て
農

業
全
般
を
運
営
す
る
こ
と
も

考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
と

思
う
が
、
そ
の
考
え
は
。

 

町
長　

今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

農業支援事業Q 農業機械導入支援事業
　  補助金の進捗は
A 今年度に予定した事業を進めています

　
８
月
８
日
の
全
員
協
議
会

で
要
綱
が
示
さ
れ
、
説
明
も

さ
れ
ま
し
た
が
、
不
明
瞭
な

点
が
あ
り
ま
す
の
で
質
問
い

た
し
ま
す
。

 

木
戸　

当
初
予
算
の
１
４

７
０
万
円
は
何
人
で
、
現
在

の
進
捗
状
況
は
。

 

町
長　

対
象
者
は
５
件
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
長
と
議
会
議
員
は
二
元

代
表
制
で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
は
決
定
し
た
政
策
が

す
べ
て
適
法
、
適
正
、
公
平
、

効
率
的
、
民
主
的
に
な
さ
れ

て
い
る
か
を
住
民
の
立
場
に

た
っ
て
監
視
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に

農
業
機
械
等
導
入
支
援
補
助

金
事
業
で
１
４
７
０
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
補

助
金
は
、
農
地
を
守
る
た
め

に
担
い
手
の
農
業
機
械
導
入

に
対
し
て
補
助
す
る
目
的
で

あ
り
、問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
内
容
を
問
う
た
と

こ
ろ
、
内
容
に
不
備
な
点
が

あ
る
と
議
会
か
ら
指
摘
さ

れ
、
予
算
執
行
は
保
留
と
な

り
、
再
度
検
討
し
て
議
会
に

説
明
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

コンバインでの稲刈り

次世代につながる農業

木
き ど

戸　久
ひさやす

康 議員
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一 般 質 問

テストに取り組む中学生

健康寿命Q 健康寿命を延ばす
　  取り組みは
A 栄養指導や運動習慣を身につける
　 各種事業を行っています

て
栄
養
指
導
や
運
動
習
慣
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
各
種
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

松
崎　

地
域
全
体
で
の
介

護
、
見
守
り
な
ど
は
、
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

 

町
長　

高
齢
者
世
帯
へ
の

定
期
的
な
訪
問
を
民
生
委
員

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、
支

援
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
訪
問
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

 

松
崎　

今
後
、
介
護
保
険

事
業
の
運
営
に
不
足
を
生
じ

さ
せ
な
い
方
法
は
。

 

町
長　

高
齢
化
率
が
上
昇

す
る
中
、
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
介
護
予
防
の
推
進
に
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

 

松
崎　

全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
科
目
と
対
象
学

年
は
。

 

教
育
長　

小
学
６
年
生
と

中
学
３
年
生
が
対
象
で
あ

り
、
小
学
生
は
国
語
・
算
数
、

中
学
生
は
国
語
・
数
学
・
英

語
で
す
。

 

松
崎　

読
書
力
な
ど
は
ど

の
よ
う
に
身
に
つ
け
さ
せ
て

い
る
の
か
。

 

教
育
長　

朝
の
時
間
に
読

書
活
動
を
実
施
し
、
本
に
触

れ
読
む
機
会
を
確
保
し
て
い

ま
す
。

 

松
崎　

在
宅
介
護
に
対
す

る
支
援
は
。

 

町
長　

町
内
に
住
所
を
有

し
、
要
介
護
３
以
上
に
認
定

さ
れ
た
在
宅
高
齢
者
等
の
介

護
を
し
て
い
る
家
族
等
に
対

し
、
月
３
０
０
０
円
分
の
介

護
用
品
給
付
券
を
送
っ
て
い

ま
す
。

 

松
崎　

要
介
護
者
に
な
ら

な
い
よ
う
介
護
予
防
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

町
長　

健
康
な
状
態
が
少

し
で
も
長
く
維
持
で
き
る
よ

う
、
一
般
介
護
予
防
事
業
の

展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

松
崎　

町
民
の
健
康
維
持

の
た
め
の
施
策
は
。

 

町
長　

定
期
的
な
各
種
検

診
事
業
や
、
健
康
教
育
と
し

楽しく運動習慣を身につける和
わ ら い ど こ ろ

楽居処

松
まつざき

崎　法
のりみち

通 議員

全国学力テスト Q 読書力はどのように
　  身につけさせるのか
A 朝の時間に
　 読書活動を実施しています
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一 般 質 問

再開発が進められる予定の道の駅

佐
さ と う

藤　一
か ず お

夫 議員

道の駅事業

Q 道の駅用地取得の現況は
A 地権者の同意が得られました

公共交通事業

　
道
の
駅
再
開
発
は
喫
緊
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
用
地
取
得
の

交
渉
は
ど
う
進
展
し
て
い
る

か
。

 
佐
藤　

地
権
者
と
の
交
渉

の
現
況
は
。

 

町
長　
地
権
者
の
代
表
か
ら

地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
た

と
の
回
答
が
あ
り
、
今
後
取

得
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め

ま
す
。

 

佐
藤　
今
後
に
向
け
た
事
業

展
開
は
。

 

町
長　

地
権
者
の
同
意
が

得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
た

な
道
の
駅
の
建
設
に
向
け
た

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町外で実証運行されている乗合ミニバス

　
地
域
交
通
体
系
の
全
面
的

な
見
直
し
と
効
率
化
を
目
的

に
業
務
委
託
し
、
成
果
品
を

受
け
ま
し
た
。

　
具
体
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。

 

佐
藤　

コ
ン
サ
ル
会
社
の

業
務
委
託
料
や
費
や
し
た
期

間
は
。

 

町
長　

令
和
元
年
度
か
ら

で
現
在
５
年
目
で
す
。
経

費
、
委
託
料
の
合
計
は

１
０
２
５
万
円
で
す
。

 

佐
藤　
実
証
実
験
の
内
容
と

成
果
品
を
ど
う
生
か
す
か
。

 

町
長　

実
証
運
行
は
３
月

か
ら
６
月
ま
で
、
車
両
を
小

型
化
し
た
場
合
の
利
便
性

の
向
上
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。
一
定
の
評
価
は
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
あ
る
小
型

車
両
で
は
乗
り
降
り
し
づ
ら

く
、
狭
い
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
運
行
ル
ー

ト
変
更
に
つ
い
て
も
大
き
な

実
証
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

様
々
な
意
見
を
踏
ま
え
、

取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
成
果
品
の
先
進
事
例
な

ど
も
参
考
に
し
て
最
適
化
に

努
め
ま
す
。

 

佐
藤　

町
民
の
安
心
安
全

確
保
の
た
め
、
早
急
な
取
り

組
み
が
期
待
さ
れ
る
が
、
見

通
し
は
。

 

町
長　

定
時
、
定
路
の
福

祉
・
へ
き
地
バ
ス
を
基
本
に
、

国
の
規
制
緩
和
等
の
情
報
収

集
を
し
な
が
ら
、
新
し
い
制

度
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

Q 公共交通最適化事業に向けた
　  提言をどう生かすか
A 規制緩和等の情報収集を
　 しながら検討します
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Q 「身元確認 QR コード
　  活用事業」を実施する考えは
A 導入自治体の状況を確認しながら検討します

一 般 質 問

認知症対策

藁
わらがや

谷　直
なおよし
𠮷 議員

 

町
長　

高
齢
者
世
帯
数
は

２
３
５
、一
人
暮
ら
し
世
帯

数
は
２
５
０
で
す
。

 

藁
谷　

認
知
症
を
発
症
し

て
い
る
方
、
疑
い
の
あ
る
方

を
把
握
し
て
い
る
か
。

 

町
長　

介
護
認
定
を
受
け

た
方
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

お
り
ま
す
。

 

藁
谷　

認
知
症
者
や
認
知

症
疑
い
の
方
が
、
過
去
に
行

方
不
明
に
な
っ
た
事
実
は
あ

る
の
か
。

 

町
長　

過
去
に
認
知
症
の

方
が
行
方
不
明
と
な
り
、
捜

索
願
が
出
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は

あ
り
ま
す
。

 

藁
谷　

町
と
し
て
、
認
知

症
の
行
方
不
明
者
対
策
に

「
身
元
確
認
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
活

用
事
業
」
を
実
施
す
る
考
え

は
。

 

町
長　

導
入
自
治
体
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 

藁
谷　

認
知
症
の
家
族
な

ど
に
、
位
置
を
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
確
認

で
き
る
位
置
情
報
探
索
機
器　

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
装
置
）
を
貸

与
す
る
事
業
の
考
え
は
。

 

町
長　

導
入
自
治
体
の
状

況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

藁
谷　

行
方
不
明
に
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
等
を

介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
位

置
情
報
検
索
機
器
を
導
入

（
購
入
や
レ
ン
タ
ル
）
す
る

際
に
補
助
す
る
考
え
は
。

 

町
長　

導
入
自
治
体
の
状

況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
化
率
が
高
ま
る
と
、

認
知
症
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ

て
い
く
と
い
わ
れ
て
お
り
、

65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
は

認
知
症
を
発
症
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
認
知
症
の
行
方

不
明
者
も
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
認
知
症
、
ま
た
は
疑

い
の
あ
る
方
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
際
に
、
速
や
か
に
家

族
や
保
護
者
の
も
と
へ
戻
れ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
支
援
を
構

築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

 

藁
谷　

65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
何
人
か
。

 

町
長　

８
月
末
現
在
で

１
９
６
４
人
で
す
。

 

藁
谷　

高
齢
者
夫
婦
の
み

世
帯
数
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
数
は
。

活用されている QR コード ( 浅川町より提供 )
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一 般 質 問

10 月 1 日に実施された集団接種の会場

改良が進む町道越代熊倉線

Q コロナ感染再拡大の
　 現状と対応は
A 換気等の基本的な対策を行っています

道路維持

Q 道路環境の改善と維持の取り組みは
A 町道パトロールによる現状把握を考慮しながら進めます

入
所
施
設
で
は
新
規
受
け
入

れ
停
止
で
収
束
を
図
り
、
通

所
施
設
は
陽
性
者
の
利
用
を

停
止
し
、
感
染
拡
大
防
止
に

努
め
ま
す
。

 

岡
部　

再
拡
大
の
認
識
と

具
体
的
対
応
策
は
。

 

町
長　

８
月
の
増
加
は
昨

年
と
同
様
で
あ
り
、
基
本
対

策
が
有
効
と
考
え
ま
す
。

 

岡
部　

再
拡
大
で
国
・
県

と
の
協
議
や
要
望
は
し
た
の

か
。

 

町
長　

迅
速
な
ワ
ク
チ
ン

配
分
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

 

岡
部　

町
内
感
染
者

数
の
把
握
状
況
は
。

 

町
長　

全
数
把
握
の

見
直
し
以
降
は
、
保

健
所
か
ら
の
全
数
報

告
は
な
く
な
り
ま
し

た
。

 
岡
部　

こ
ど
も
園
、

小
中
学
校
、
高
齢
者

施
設
等
の
感
染
状
況

と
対
応
は
。

 

町
長　

こ
ど
も
園
は

保
護
者
か
ら
の
連
絡

で
、
小
中
学
校
は
教

育
委
員
会
へ
の
報
告

で
把
握
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
施
設
か
ら
町
へ
の
報
告
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
で

は
換
気
等
の
基
本
的
な
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

 

岡
部　

県
道
・
町
道
・
農

林
道
の
あ
り
方
の
認
識
は
。

 

町
長　
県
道
は
県
の
管
理
、

町
道
と
農
林
道
は
町
の
管
理

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

 

岡
部　

町
道
に
つ
い
て
今

後
は
ど
の
路
線
の
改
修
を
ど

ん
な
順
序
で
進
め
る
の
か
。

 

町
長　

町
道
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
る
現
状
把
握
等
を
考

慮
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

 

岡
部　

林
業
の
発
展
が
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
観

点
か
ら
今
後
の
具
体
策
は
。

 

町
長　
森
林
再
生
事
業
や
、

千
年
の
森
育
成
事
業
を
基
本

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

 

岡
部　

町
と
住
民
に
よ
る

環
境
維
持
の
取
り
組
み
方

は
、ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

 

町
長　

地
域
住
民
の
高
齢

化
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、

河
川
道
路
愛
護
デ
ー
に
お
け

る
草
刈
り
の
実
施
な
ど
、
町

と
住
民
に
お
け
る
共
助
を
基

本
に
、
町
道
等
の
環
境
維
持

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。

岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

コロナ対応

「
農
業
機
械
支
援
と
そ
の

基
本
と
な
る
農
業
支
援
全

体
の
考
え
方
と
対
応
」
に

つ
い
て
の
質
問
も
行
い
ま

し
た
。

 

そ
の
他
の

質
問



ふるどの議会だより　第165号
令和 5年 10月20日発行 18

一 般 質 問

婚活支援

Q 婚活サポーターの目的は
A 後継者育成と人口減少防止です

常
と き わ

盤　浩
ひろのり

章 議員

軽
に
相
談
で
き
、
結
婚
に
つ

い
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
選
ん
で
お
り

ま
す
。

 

常
盤　

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー

の
報
酬
は
。

 

町
長　
年
額
２
万
円
で
す
。

 

常
盤　

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー

に
よ
り
結
婚
に
至
っ
た
過
去

５
年
間
の
実
績
は
。

 

町
長　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
役

割
は
、
未
婚
者
の
方
か
ら
の

相
談
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

周
知
と
協
力
、
結
婚
記
念
品

の
申
請
な
ど
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
サ

ポ
ー
タ
ー
に
よ
り
結
婚
に

至
っ
た
実
績
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

常
盤　

設
立
し
た
の
は
い

つ
か
。

 

町
長　

昭
和
57
年
に
農
業

後
継
者
対
策
と
し
て
「
農
村

花
嫁
相
談
所
」
を
設
立
し
、

そ
の
後
、
昭
和
59
年
に
「
花

嫁
相
談
所
」、
平
成
28
年
に

「
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

に
名
称
を
変
更
し
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

 

常
盤　
そ
の
目
的
は
。

 

町
長　

後
継
者
育
成
と
人

口
減
少
防
止
を
目
的
と
し
て

お
り
ま
す
。

 

常
盤　

設
立
の
法
的
根
拠

は
。

 

町
長　
あ
り
ま
せ
ん
。　

 

常
盤　

婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー

の
選
定
基
準
は
。

 

町
長　

未
婚
者
の
方
が
気

 

常
盤　

石
川
コ
ン
に
お
け

る
町
内
参
加
者
の
実
績
は
。

 

町
長　

平
成
26
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
現
在
ま

で
15
回
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

延
べ
１
９
７
人
が
参
加

し
、
５
組
の
方
が
結
婚
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

 

常
盤　

実
績
を
踏
ま
え
て

今
後
の
行
政
の
方
針
は
。

 

町
長　

引
き
続
き
、
出
会

い
の
場
を
提
供
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町で開催する古殿コンの案内

多くの町民が参加した石川コン
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テーマ

追跡レポート
その後

どうなった？
No.63

マイナポータル対応についてマイナポータル対応について
Q　令和４年12月一般質問から
マイナポータル対応は完備したか。

Ａ　町長答弁

機能の一つである「ぴったりサービス」は今年度中に
子育て関係 15 手続き、介護関係 11 手続きについて
サービス検索、電子申請が可能となるようにします。

マイナポータルとは政府
が運営するオンライン
サービスのことです。そ
の機能を利用し、オンラ
イン手続きできるのが
ぴったりサービスです。

その後のその後の
対　　応対　　応

令和５年３月１日より運用を開始
　３月１日からマイナポータル上の「ぴったりサービス」を使って、電子申請が
できるようになりました。なお、罹災証明発行申請なども含む全 27 手続きです。

インターネットを使った電子申請画面

しみもっちー

平成27年の
中学生議会
で誕生！
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古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次回の
定例会

  
No.

上旬

今回紹介するの今回紹介するのは、は、「日本パルス工業（株）「日本パルス工業（株）」」の皆さんです。の皆さんです。
13

12月

工場で作られる製品

＊会社の設立を教えてください。＊会社の設立を教えてください。

昭和 45年創業

地域インフラ整備に高品質対応で貢献します

　昭和 45年５月にジェーピーシー（株）のトラ
ンス部門として日本パルス工業（株）が設立さ
れました。平成３年７月に古殿町山上字宮前に
福島工場を新設。受注拡大を受けて平成 30年７
月に福島第２工場も新設され、現在に至ってお
ります。
　「絶縁デバイスの専門メーカー」として、パ
ワーエレクトロニクス製品を支えるあらゆる絶
縁テーマに挑み続けています。

＊＊会社における基本的な考え方は何ですか。会社における基本的な考え方は何ですか。

　絶縁デバイス専門メーカーとしての「責任」のもと、鉄道や電力設備などのインフラを中
心として、お客様のご要望に創業以来培われた技術、ノウハウで応えます。また「迅速」な
対応を心がけ、社員一丸となって「誠実」な製品作りに取り組み、パワーエレクトロニクス
の未来に貢献していきます。

日本パルス工業（株）の皆さん


